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秦
野
市
民
児
協
で
は
、昨
年
の
民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
を
Ｐ
Ｒ
す
る
、様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
の
強
化
週
間
に
は
、市
内
の
小
田
急
線
４
駅
に

て
、Ｐ
Ｒ
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
布
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
５
月
に
は
、各
地
区
民
児
協
が
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。完
成
し

た
パ
ネ
ル
は
、６
月
か
ら
ま
ず
活
動
拠
点
の
公
民
館
の

ホ
ー
ル
に
展
示
し
、Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
に
は
民

児
協
主
催
の「
民
生
委

員
制
度
創
設
１
０
０

周
年
を
祝
う
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。会
場
の

壁
に
は
、各
地
区
民
児

協
が
作
成
し
た
パ
ネ

ル
が
並
べ
ら
れ
、参
加

者
も
興
味
深
く
見
て

い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
の
市
民
の
日
に
は
、民
児
協
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、活
動
紹
介
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
、児
童
虐
待

防
止
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。文
化
会
館
の
ホ
ー
ル
に
は
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま

し
た
。

　

２
月
４
日
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

廊
下
に
パ
ネ
ル
を
並
べ
て
展
示
し
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
を
紹
介
す
る
、こ
れ
ら
の
活
動

を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

座
間
市
内
に
６
地
区
あ
る
民
児
協
の
中
の
第
二
地
区

民
児
協（
26
名
）の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

地
区
内
の
ひ
ば
り
が
丘
小
学
校
か
ら「
一
年
生
の
授
業

の
中
で
昔
遊
び
を
教
え
て
欲
し
い
。」と
の
依
頼
を
受
け

て
今
年
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

昔
遊
び
は
、竹
馬
・
か
ん
ぽ
っ
く
り
、羽
根
つ
き
、お
手

玉
、こ
ま
、け
ん
玉
、お
は
じ
き
、あ
や
と
り
の
７
種
目
で

す
。民
生
委
員
児
童
委
員
同
士
で
話
し
合
い
、担
当
す
る

種
目
を
決
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
体
育
館
に
集
合
、一
年
生
も
７
〜
９
人
の
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、い
よ
い
よ
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。１

つ
の
遊
び
は
15
分
、先
生
の
笛
の
合
図
で
次
の
遊
び
に

移
動
し
ま
す
。な
か
な
か
で
き
な
い
子
、上
手
に
で
き
る

子
、中
に
は
先
生
役
の
民
生
委
員
児
童
委
員
よ
り
上
手

に
で
き
る
子
が
い
て
、子
ど
も
達
も
教
え
る
民
生
委
員

も
共
に
楽
し
ん
だ
２
時
間
は
、あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
か
ら
は「
意
義
の
あ
る
授
業
で
し
た
。来
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」と
嬉
し
い
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。後
日
、一
年
生

全
員
か
ら
一
生
懸
命
な

可
愛
い
お
礼
の
手
紙
が

届
き
、民
生
委
員
児
童

委
員
一
同
感
激
し
元
気

を
頂
き
ま
し
た
。来
年

は
ど
ん
な
一
年
生
に
会

え
る
の
か
今
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

開
成
町
で
は
、若
い
世
代
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
小
学
校
が
２
校
あ
り
、私
た
ち
民
生
委
員

児
童
委
員
は
、毎
月
２
回
の
登
校
時
見
守
り
活
動
や
、学

校
公
開
日
に
お
け
る
授
業
参
観
な
ど
を
通
じ
て
、子
ど

も
た
ち
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
毎
年
両
校
で
行
わ
れ
る「
ふ
れ
あ
い
大
会
」へ
の

協
力
は
、多
く
の
子
ど
も
と
直
接
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
る
、楽
し
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。土
曜
日
の
午
前

中
、両
校
の
体
育
館
や
教
室
を
利
用
し
て
、様
々
な
ゲ
ー

ム
や
工
作
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
行
な
わ
れ
、子

ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人
も
楽
し
め
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、例
年
２
校
に
分
か
れ
て
、綿
菓
子
の
無

料
配
布
と「
カ
ー
レ
ッ
ト
」
体
験
を
行
っ
て
お
り
、昨
年

は
合
計
８
０
０
人
程
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。「
カ
ー

レ
ッ
ト
」は
長
机
で
行
う
、卓
上
カ
ー
リ
ン
グ
で
す
。初

め
て
で
も
何
回
か
練
習
す
れ
ば
、す
ぐ
に
ゲ
ー
ム
が
で

き
る
の
で
、親
子
で
挑
戦
し

た
り
、何
度
も
列
に
並
ん
だ

り
、皆
さ
ん
熱
心
に
プ
レ
ー

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
交
流
し
た
保
護
者

と
は
、地
域
に
戻
っ
て
も
気

軽
に
挨
拶
で
き
る
よ
う
に

な
り
、若
い
世
代
に
民
生
委

員
児
童
委
員
を
知
っ
て
も
ら

う
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、こ

れ
か
ら
も
楽
し
く
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

通 信 員 だ よ り

民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
の
Ｐ
Ｒ
活
動

昔
遊
び
の
先
生
と
し
て

〜
一
年
生
の
授
業
か
ら
〜

「
ふ
れ
あ
い
大
会
」
へ
の
協
力

〜
若
い
世
代
と
の
交
流
〜

通
信
員　

田
村
　
正
一

通
信
員　

稲
垣
　
文
野

通
信
員　

碓
井
　
尚
子

秦野市

座間市

開成町

　山北町民児協では、長年続けてきた町外の高齢
者施設での奉仕活動を、29年度から町内の幼稚
園、保育園、子ども園、小中学校へと活動の場所を
転換しました。
　写真は卒業式を前に、民生委員児童委員が小学
校の除草と清掃をしている様子です。
　当日は、４年生と一緒に、集められた雑草や枯枝
を運ぶなどの活動をしました。

●特集① 委員同士で困ったことを話し合うときのヒント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～エコマップの活用～
●特集② 神奈川県の平成30年度重点的な取り組み（地域福祉課・子ども家庭課）
●特集③ 平成30年度県民児協事業計画・予算　●通信員だより

　時折会話をしながら、子ども達とともに和やかな
時を過ごすことができました。今まで以上に子ども
達と接する機会を増やし、園や学校など子ども達に
関わる機関との連携を深めることで、いち早く子ども
やその家庭の課題を把握し、共有していくことが、
地域の子ども子育て支援へとつながっていければ
と考えています。

（山北町民生委員児童委員協議会）

●発行日／平成30年6月15日　●発行人／会長　金子 直勝　●編集人／広報委員会　●印刷所／有限会社横浜綜合印刷
●発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 ☎045-311-1427 5045-314-3472 ホームページ：http：//www.kmjk.jp/
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互助事業費
　県単互助事業費
　全国互助事業費

積立金
　退任記念品積立金
　一斉改選積立金
　運用準備積立金

収  入  の  部 支  出  の  部

1. 会費
    69.55％

1. 運営費
　 34.99％

2. 補助金
    23.70％

2. 育成事業費
    57.00％

3. 互助事業費
    7.64％

4. 積立金
    0.35％

5. 予備費
    0.02％3. 諸収入

    0.10％

4. 積立金
　取崩収入
    0.00％

5. 繰入金 0.02％

6. 繰越金
    6.63％

補 助 金
神奈川県
横須賀市
全国互助

運 営 費
　役員会費（理事会、総会等）
　負 担 金（互助、全民児連会費等）
　需 要 費（消耗品、印刷費等）

育成事業費 
　研 修 会 費（研修経費）
　調査広報費（委員会、広報紙）
　地域福祉活動費（助成）
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ば
こ
の
話
し
合
い
の
場
が
効
果
的
に
進

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
分
か
り
や
す

く
４
つ
に
整
理
し
ま
し
た
。

①
進
行
役
を
決
め
る

　

進
行
役
は
、
「
話
し
合
う
と
き
の
約

束
（
左
資
料
）
」
や
「
意
見
交
換
の
コ

ツ
（
下
資
料
）
」
を
参
加
者
に
伝
え
、

参
加
者
が
安
心
し
て
意
見
を
発
言
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。

★
話
し
合
う
と
き
の
約
束

　

１
．
積
極
的
に
発
言
し
ま
し
ょ
う

　

２
． 

ま
わ
り
の
意
見
を
聞
き
ま
し

ょ
う

　

３
． 

恥
ず
か
し
が
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

　

４
．
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う

　

５
．
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
向
き
合

い
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
民
生
委
員
児

童
委
員
（
以
下
、
委
員
）
。
と
き
に
は
、

住
民
か
ら
の
相
談
事
を
ど
こ
に
つ
な
げ

ば
よ
い
か
、
ま
た
は
、
誰
に
相
談
し
た

ら
よ
い
か
不
安
を
抱
く
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
と
き
に
、
「
事
例
検
討
」
と
い

う
場
で
、
委
員
の
仲
間
と
話
し
合
い
、

今
後
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
も
一
つ

の
方
法
で
す
。　

  

事
例
検
討
は
困
っ
た
こ
と

　
　
　
　  

の
話
し
合
い
の
場

　

事
例
検
討
と
い
う
と
難
し
く
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
困
っ

た
こ
と
の
話
し
合
い
」
が
事
例
検
討
と

言
え
ま
す
。
委
員
の
悩
み
や
想
い
を
共

有
し
、
そ
の
話
の
中
で
何
が
課
題
な
の

か
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
い
く
た
め
の

場
で
す
。

　

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
す
れ

★
意
見
交
換
の
コ
ツ

　

●
多
数
歓
迎

　

（ 

ア
イ
デ
ィ
ア
の
量
は
多
い
ほ
ど

Ｏ
Ｋ
）

　

●
自
由
奔
放

　

（ 

意
見
に
は
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

●
便
乗
発
展

　

（ 

周
囲
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
参
考
に
発

想
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
ょ
う
）

　

●
批
判
厳
禁

　

（ 

安
心
し
て
発
言
し
て
よ
い
場
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
ま
す
）

　

ま
た
、
「
話
し
合
う
と
き
の
約
束
」

は
用
紙
に
印
刷
し
て
、
参
加
者
の
目
に

触
れ
る
よ
う
に
机
に
置
い
て
示
す
方
法

も
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

②
事
例
を
用
紙
に
整
理
す
る

　

簡
単
な
あ
ら
す
じ
を
書
き
出
す
だ
け

で
構
い
ま
せ
ん
。
頭
で
考
え
る
よ
り
も

客
観
的
に
事
例
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
用
意
し
て
お
く

と
、
時
間
を
短
縮
で
き
ま
す
。

③
事
例
を
紹
介
す
る

　

事
例
検
討
の
参
加
者
と
事
例
内
容
を

共
有
す
る
た
め
、
②
で
書
き
出
し
た
用

紙
を
も
と
に
事
例
提
供
者
が
紹
介
し
ま

す
。

④
事
例
の
内
容
を
深
め
る

　

事
例
の
紹
介
を
も
と
に
、
他
の
委
員

は
、
も
う
少
し
詳
し
く
確
認
し
た
い
こ

と
や
不
明
な
こ
と
な
ど
自
由
に
質
問
し

ま
す
。
そ
し
て
、
事
例
提
供
者
は
、
分

か
る
範
囲
で
答
え
、
よ
り
事
例
の
内
容

を
深
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
事
例
を
複
数
の
目
で
深

め
る
こ
と
で
、
自
分
が
何
に
悩
ん
で
い

た
の
か
整
理
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
気
が
付

か
な
か
っ
た
課
題
や
今
後
の
対
応
な
ど

に
気
付
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
エ
コ
マ
ッ
プ
で
見
え
る
化

　

こ
の
事
例
内
容
を
深
め
る
と
き
に
効

果
的
な
の
が
「
エ
コ
マ
ッ
プ
（
３
ペ
ー

ジ
図
参
照
）
」
と
い
う
手
法
で
す
。
エ

コ
マ
ッ
プ
と
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る

人
を
中
心
に
そ
の
課
題
に
関
わ
る
（
と

思
わ
れ
る
）
関
係
者
や
関
係
機
関
・
団

体
を
関
係
性
に
よ
っ
て
異
な
る
線
で
つ

な
ぎ
表
し
た
も
の
で
す
。

県民児協で実施している事業の
一部を写真で紹介します

写真でみる県民児協事業
（平成29年度）

１ 会　費  28,853,000円 （増減なし）

２ 補助金  9,834,000円 （対前年度比324,000円の減）

３ 諸収入  40,000円 （増減なし）

4 積立金
取崩収入  0 円 （増減なし）

5 繰入金  10,000円 （増減なし）

6 繰越金
収　入  2,750,000円 （前年度繰越金）

特集1

１ 運 営 費  14,515,000円 （対前年度比168,000円増）

２ 育成事業費  23,648,000円 （対前年度比1,593,000円増）

３ 互助事業費  3,169,000円 （対前年度比305,000円減）

４ 積 立 金  145,000円 （対前年度比30,000円減）

５ 予 備 費  10,000円 （増減なし）

▲県民児協だより取材（通年）

▲記念式典開催（10月）

◀『神奈川県の民生委員
　活動概況』発行

県民児協版▶
『児童虐待防止パンフレット』作成

▲記念誌・記念式典講演録作成 ▲民生委員児童委員の魅力を伝えるDVD

▲児童委員・主任児童委員
　活動推進会議（2月）

　

今
回
は
、
泉
惠
造
氏
（
泉
惠
造
研
修
企
画
工
房　

代
表
社
員
）
を
講
師
と
し
開
催
し
ま
し
た
平
成
29
年
度
リ
ー
ダ
ー
研
修
Ⅰ

〜
Ⅳ
（
神
奈
川
県
・
横
須
賀
市
主
催
、（
福
）
神
奈
川
県
社
協
実
施
主
体
）
で
紹
介
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
、
よ
り
効
果
的
に
事

例
検
討
が
進
む
工
夫
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
事
例
検
討
の
ポ
イ
ン
ト
も
併
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

委
員
同
士
で
困
っ
た
こ
と
を
話
し
合
う
と
き
の
ヒ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

〜
エ
コ
マ
ッ
プ
の
活
用
〜
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た
と
え
ば
、
近
隣
に
住
ん
で
い
る
Ａ

さ
ん
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ａ
さ
ん
を
中
心
に
エ
コ
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
と
下
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
エ
コ
マ
ッ
プ
で
整
理

す
る
と
、
険
悪
な
状
態
で
あ
る
娘
と
友

人
Ｃ
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
友
人
Ｃ
は
協
力
者
に
な
り
う
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
Ａ
さ
ん
に

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
接

点
が
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
の
で
、

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
一
緒
に

相
談
し
て
み
な
い
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
事
例
用
紙
だ
け
だ
と

見
え
づ
ら
い
こ
と
も
、
エ
コ
マ
ッ
プ
を

み
ん
な
で
確
認
す
る
こ
と
で
、
今
後
の

活
動
の
見
通
し
が
つ
き
や
す
く
な
り
ま

す
。

 

つ
な
ぎ
先
を
整
理
す
る
た
め
に

 

エ
コ
マ
ッ
プ
を
活
用
す
る

　

委
員
は
、
地
域
課
題
の
解
決
者
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
見
守
っ
て
い
る
対
象
者

を
専
門
機
関
・
団
体
や
専
門
職
に
「
つ

な
ぐ
役
割
」
と
言
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ど
こ
に
情
報
を
提
供
す
れ

ば
よ
い
か
、
ま
た
、
つ
な
げ
ば
よ
い
か

検
討
す
る
と
き
に
こ
の
エ
コ
マ
ッ
プ
を

活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◎
会
務
の
運
営

　

本
会
事
業
の
企
画
・
運
営
（
正
副
会

長
会
議
、
常
任
理
事
会
、
理
事
会
、
監

事
会
）
。

　

事
業
計
画
・
予
算
や
事
業
報
告
・
決

算
な
ど
の
審
議
・
議
決
（
総
会
）
。

◎
企
画
調
整
機
能
の
強
化

　

広
報
委
員
会
で
機
関
紙
の
企
画
・
編

集
、
通
信
員
連
絡
会
を
行
う
。

◎
市
町
村
民
児
協
事
務
局
と
の
連
絡
調
整

　

市
町
村
民
児
協
事
務
局
と
の
連
絡
調

整
・
情
報
支
援
等
に
よ
り
連
携
を
深
め

る
。

◎
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
絡
調
整

　

児
童
相
談
所
所
長
と
の
連
絡
調
整
会

議
、
県
担
当
課
と
の
懇
談
会
の
開
催
。

◎
互
助
共
励
事
業
の
実
施

　

会
員
の
傷
病
時
の
見
舞
金
や
委
員
本

人
・
配
偶
者
死
亡
時
の
弔
慰
金
給
付
、

退
任
記
念
品
の
贈
呈
。

◎
補
助
・
助
成
事
業
の
実
施

　

「
地
域
福
祉
活
動
促
進
費
」
を
全
市

町
村
民
児
協
に
、
地
域
特
性
に
応
じ
た

事
業
を
行
な
う
「
活
動
推
進
事
業
」
助

成
金
を
交
付
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
活

動
助
成
、
指
定
地
区
民
児
協
へ
の
事
業

費
助
成
、
活
動
保
険
掛
金
助
成
。

◎
児
童
委
員
活
動
の
強
化（
基
盤
づ
く
り
）

　

児
童
委
員
活
動
基
盤
づ
く
り
委
員
会
、

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
議
、

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
推
進

会
議
を
活
用
し
、
児
童
委
員
と
主
任
児

童
委
員
の
活
動
上
の
課
題
を
整
理
す
る
。

◎
研
修
事
業
の
実
施

本
会
主
催
研
修
事
業
の
実
施

①
市
町
村
会
長
研
修
会
②
地
区
会
長
研

修
会
③
課
題
別
集
中
講
座
④
児
童
委

員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
推
進
会
議

県
・
横
須
賀
市
主
催
事
業
へ
の
協
力

①
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
②

民
生
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
③
民
生
委
員

テ
ー
マ
別
研
修

◎
情
報
提
供
の
強
化

「
県
民
児
協
だ
よ
り
」
の
発
行
。
平
成

31
年
度
の
一
斉
改
選
に
向
け
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
。

◎
全
国・関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
へ
の
参
加

①
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
②
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

研
究
協
議
会
③
全
国
主
任
児
童
委
員
研

修
会
④
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の

相
談
技
法
研
修
会
⑤
民
生
委
員
・
児
童

委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
⑥
全
国
児
童
委

員
研
究
協
議
会
⑦
全
国
民
生
委
員
指
導

者
研
修
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
協
働

　

県
主
催
の
会
議
や
共
同
募
金
運
動
等

へ
の
参
加
・
協
力
。

４つの重点目標

事
　
業
　
内
　
容

特集3

 

平成30年度 県民児協 事業計画・予算
  去る、3月30日㈮開催の平成29年度第2回総会において、平成30年度事業計画及び予算が承認されました。

そこで、今回は、重点目標および主な事業についてご報告します。

　一人暮らしのAさん（男性・80歳）について、「最近、火の元の消し忘れが続いている」と近隣
住民から民生委員児童委員のBさんに連絡が入りました。そこで、地域包括支援センターからパ
ンフレットをもらい、BさんがAさんに介護サービスを勧めましたが、「お上の世話にはならん」
と怒鳴られ、なかなか耳を傾けてくれません。
　近隣住民は、Aさんから怒鳴り散らされるようになっており、Aさんと距離を置き始めました。
遠方に住む一人娘（55歳）は、十数年前にAさんともめて家を出て行ってから、ほとんど連絡を
とっていないようです。と言っても、一人娘はAさんのことが気になるので、長年Aさんと付き合い
があるCさん（男性・80歳）に定期的に様子を聞いているようでした。
　Aさんがこれ以上、近隣住民と関係性を悪化させないよう声掛けをしていますが心配です。

良好な関係　　　　　　　　険悪な関係　　　　　　　　普通の関係

希薄な関係　　　無　線　　関係なし　

事例

関係線

エコマップ

地域包括
支援センター
職員

友人Cさん
（80歳）

Aさん
（80歳）

娘
（55歳）

民生委員
児童委員
Bさん

近隣
住民

１．個別支援活動の基本となる幅広い知識の習得
　  　地域での生活上の課題を抱える世帯に対し、必要に応じて支援機関につなげていくための取り組みは今後も継続して
いくことになります。支援が必要な世帯の発見、支援機関等へのつなぎ、あせらず見守る等の工夫も求められ、地域住民
の様々な暮らしぶりに対する対応力を備えるべく、委員一人ひとりが幅広い知識を習得できるための活動を支援します。

２．子どもや子育て世帯を地域で支えるための活動の推進
　  　わたしたち全員が児童委員であるという自覚をもち、これまでの子どもや親子への声掛けや見守り、こんにちは赤
ちゃん事業への協力、子育てサロン等の活動に加え、子育て関係機関や学校等と連携し、生活上の課題を抱える親
子の発見、支援につなげられる活動を進めていきます。

３．民生委員児童委員活動を支える基盤づくりの強化
　  　民生委員児童委員活動を進める上で、地域や関係機関との連携が不可欠です。地域での委員の役割が期待され
ている中、委員活動を円滑に進めるために、委員活動への理解を得られるよう関係機関との連携等にも注力してい
きます。また、近年、委員の委嘱や欠員等の課題が残る中、やりがいをもって委員を継続していけるよう、円滑な民児
協活動や民児協運営の支援のために、関係機関のみならず、私たちの活動を支える市町村民児協事務局との連携強
化にも取り組んでいきます。

４．神奈川県民児協設立50周年に向けた取り組み
　  　2019（平成31）年度の県民児協設立50周年に向け、県内各市町村民児協等との連携強化を推進していくための取
り組み等をすすめます。
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ま
た
、
エ
コ
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
た

め
に
は
、
つ
な
ぎ
先
で
あ
る
社
会
福
祉

施
設
や
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
の
地
域
の
社
会

資
源
に
関
す
る
情
報
を
把
握
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
は
、

下
の
よ
う
な
「
地
域
の
社
会
資
源
一

覧
」
が
参
考
資
料
と
し
て
示
さ
れ
ま
し

た
。
一
覧
表
を
参
考
に
ご
自
身
の
地
域

の
情
報
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
一
覧

表
に
ま
と
め
る
と
、
今
後
の
「
つ
な
ぎ

先
」
を
考
え
る
と
き
の
参
考
に
な
り
ま

す
。

　

委
員
の
み
な
さ
ん
が
事
例
検
討
を
と

お
し
て
学
び
合
う
た
め
に
、
み
な
さ
ん

の
民
児
協
で
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
か
、
今
回
紹

介
し
ま
し
た
エ
コ
マ
ッ
プ
や
地
域
の
社

会
資
源
一
覧
を
一
例
と
し
て
、
定
例
会

で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

事
例
検
討
で
工
夫
し
て
い
る
事
柄
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
県
民
児
協
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

参
考
資
料
…
平
成
29
年
度
リ
ー
ダ
ー
研

修
当
日
資
料
、
『
単
位
民
児
協
会
長
の

た
め
の
情
報
誌
Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
207
号
』
全
国

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
、
『
ち
ば

民
児
協
だ
よ
り
第
75
号
』
公
益
財
団
法

人
千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

神奈川県福祉子どもみらい局福祉部地域福祉課

神奈川県福祉子どもみらい局子どもみらい部子ども家庭課

特集2

民生委員児童委員、主任児童委員に関わる主な行政施策について紹介いただきます。

◆民生委員制度の広報を進めてまいります
　昨年度は、民生委員制度創設100周年の節目の
年であり、県としても、記念事業への協力や、５月
の民生委員・児童委員の日に合わせた県のたより
での特集記事の掲載を行いました。
　また、ゴールデンウィーク庁舎公開では毎年パネ
ル展示及びパンフレット配布を行っており、今年度
は、貴協議会の作成されたＰＲ用ＤＶＤ上映を行
いました。
　これからも、地域で民生委員制度の理解が深ま
るよう、様 な々広報に力を入れていきます。

◆「ともに生きる社会かながわ憲章」の実現に
　向けた県の取組み
　県は、平成28年10月に策定した「ともに生きる社
会かながわ憲章」の実現に向け、すべての人のいの
ちを大切にし、誰もがその人らしく暮らすことので
きる地域社会を実現するため、障がい者の社会参

加を促進する取組みを、県民総ぐるみの体制で展
開します。
　あわせて当課では、障がい者や高齢者が容易
に移動できる環境を整備し社会参加を促進するた
め、タクシー事業者等の福祉タクシー車両購入に
対し補助を行うとともに、障がい者等の権利擁護
を推進するため、成年後見制度の相談や法人後見
の支援等を行っていきます。
　民生委員・児童委員の皆様におかれては、これ
ら県の施策にご理解とご協力を賜りますよう、これ
からもお力添えのほど、よろしくお願いします。

　県では、「子どもみらいをスマイル100歳に！」を
今年のテーマとし、子どもたちが100歳までスマイ
ルで過ごせる持続可能な社会の実現をめざした取
組を進めています。
　それに合わせて、今年の４月から県庁組織を再
編して、共生社会の実現をめざすとともに、児童虐
待の増加や子どもの貧困、ひきこもり・非行問題な
ど、子ども関連施策を切れ目なく一体的に推進す
るため、新たに「福祉子どもみらい局」を設置しま
した。
　一方、国の「新たな社会的養育の在り方に関す
る検討会」が取りまとめた「新しい社会的養育ビ
ジョン」では、平成28年の児童福祉法改正を受け、
代替養育における「家庭と同様の養育環境」原則
に関して乳幼児から段階を追っての徹底や、家庭

養育が困難な子どもへの施設養育の小規模化・地
域分散化・高機能化を始めとする改革項目につい
て、目標年次をめざし計画的に進めることとされる
など、社会的養育は大きな変革の時期を迎えてい
ます。
　こうした中、社会における養育という点で、民生
委員・児童委員の皆様には、日頃の活動の中で、
身近な相談相手としての役割を担っていただいて
おり、改めて地域の中の顔の見える関係が大変に
有効であると認識しています。今後も、子どもたち
が健やかに成長できるよう、地域の身近な支援者
として、また支援が必要な子どもや家庭を発見し、
支援に繋げていただくための架け橋として、引き続
き、子どもや家族に寄り添った支援をお願いいたし
ます。

地域の社会資源一覧（例示）

◎本人　◎家族　◎地域住民
◎教師　◎学生（小中高大）
◎商店主　◎医師　◎保健師　
◎介護支援専門員　◎ホームヘルパー
◎社協職員　◎保護司　◎ボランティア
◎駅員　◎新聞配達員　
◎おやじの会メンバー　
◎地域の名人・有名人

など

◎補助金 
◎委託金
◎寄付金
◎共同募金
◎収益金
◎助成金
◎介護保険料
◎銀行からの融資
◎協賛金
◎自主事業による収益

など

◎チャンス
◎タイミング
◎就業時間
◎休暇時間
◎ボランティア活動時間
◎ひらめきの瞬間
◎地域との交流
◎友だちとの付き合い
◎PTA等団体活動
◎式典やイベント

など

◎サービス利用者情報
◎相談窓口のニーズ情報
◎統計情報
◎インターネット情報
◎新聞　◎雑誌　◎テレビ
◎ラジオ（コミュニティFM局）
◎町内会報
◎折り込み広告
◎タウンページ
◎先人・先輩の知恵

など

◎自治会・町内会 ◎こども会 
◎老人クラブ　◎保育園　◎PTA　
◎ボランティアセンター
◎シルバー人材センター　◎商工会議所　
◎青年会議所　◎学校
◎社協（地区・市町村・県等）
◎共同募金会　◎商店街
◎社会福祉施設　◎コンビニ　◎喫茶店
◎図書館　◎映画館　◎地域の空き家
◎碁会所 　　　　　　　　　　　　など

  ひと（人的資源）  もの（物的・組織的資源）

  かね（財政的資源）   とき（機会的資源）   しらせ（情報的資源）

平成 29 年度リーダー研修当日資料より一部抜粋

 

　

 

 

神奈川県の平成30年度重点的な取り組み
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ま
た
、
エ
コ
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
た

め
に
は
、
つ
な
ぎ
先
で
あ
る
社
会
福
祉

施
設
や
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
の
地
域
の
社
会

資
源
に
関
す
る
情
報
を
把
握
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
は
、

下
の
よ
う
な
「
地
域
の
社
会
資
源
一

覧
」
が
参
考
資
料
と
し
て
示
さ
れ
ま
し

た
。
一
覧
表
を
参
考
に
ご
自
身
の
地
域

の
情
報
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
一
覧

表
に
ま
と
め
る
と
、
今
後
の
「
つ
な
ぎ

先
」
を
考
え
る
と
き
の
参
考
に
な
り
ま

す
。

　

委
員
の
み
な
さ
ん
が
事
例
検
討
を
と

お
し
て
学
び
合
う
た
め
に
、
み
な
さ
ん

の
民
児
協
で
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
か
、
今
回
紹

介
し
ま
し
た
エ
コ
マ
ッ
プ
や
地
域
の
社

会
資
源
一
覧
を
一
例
と
し
て
、
定
例
会

で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

事
例
検
討
で
工
夫
し
て
い
る
事
柄
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
県
民
児
協
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

参
考
資
料
…
平
成
29
年
度
リ
ー
ダ
ー
研

修
当
日
資
料
、
『
単
位
民
児
協
会
長
の

た
め
の
情
報
誌
Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
207
号
』
全
国

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
、
『
ち
ば

民
児
協
だ
よ
り
第
75
号
』
公
益
財
団
法

人
千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

神奈川県福祉子どもみらい局福祉部地域福祉課

神奈川県福祉子どもみらい局子どもみらい部子ども家庭課

特集2

民生委員児童委員、主任児童委員に関わる主な行政施策について紹介いただきます。

◆民生委員制度の広報を進めてまいります
　昨年度は、民生委員制度創設100周年の節目の
年であり、県としても、記念事業への協力や、５月
の民生委員・児童委員の日に合わせた県のたより
での特集記事の掲載を行いました。
　また、ゴールデンウィーク庁舎公開では毎年パネ
ル展示及びパンフレット配布を行っており、今年度
は、貴協議会の作成されたＰＲ用ＤＶＤ上映を行
いました。
　これからも、地域で民生委員制度の理解が深ま
るよう、様 な々広報に力を入れていきます。

◆「ともに生きる社会かながわ憲章」の実現に
　向けた県の取組み
　県は、平成28年10月に策定した「ともに生きる社
会かながわ憲章」の実現に向け、すべての人のいの
ちを大切にし、誰もがその人らしく暮らすことので
きる地域社会を実現するため、障がい者の社会参

加を促進する取組みを、県民総ぐるみの体制で展
開します。
　あわせて当課では、障がい者や高齢者が容易
に移動できる環境を整備し社会参加を促進するた
め、タクシー事業者等の福祉タクシー車両購入に
対し補助を行うとともに、障がい者等の権利擁護
を推進するため、成年後見制度の相談や法人後見
の支援等を行っていきます。
　民生委員・児童委員の皆様におかれては、これ
ら県の施策にご理解とご協力を賜りますよう、これ
からもお力添えのほど、よろしくお願いします。

　県では、「子どもみらいをスマイル100歳に！」を
今年のテーマとし、子どもたちが100歳までスマイ
ルで過ごせる持続可能な社会の実現をめざした取
組を進めています。
　それに合わせて、今年の４月から県庁組織を再
編して、共生社会の実現をめざすとともに、児童虐
待の増加や子どもの貧困、ひきこもり・非行問題な
ど、子ども関連施策を切れ目なく一体的に推進す
るため、新たに「福祉子どもみらい局」を設置しま
した。
　一方、国の「新たな社会的養育の在り方に関す
る検討会」が取りまとめた「新しい社会的養育ビ
ジョン」では、平成28年の児童福祉法改正を受け、
代替養育における「家庭と同様の養育環境」原則
に関して乳幼児から段階を追っての徹底や、家庭

養育が困難な子どもへの施設養育の小規模化・地
域分散化・高機能化を始めとする改革項目につい
て、目標年次をめざし計画的に進めることとされる
など、社会的養育は大きな変革の時期を迎えてい
ます。
　こうした中、社会における養育という点で、民生
委員・児童委員の皆様には、日頃の活動の中で、
身近な相談相手としての役割を担っていただいて
おり、改めて地域の中の顔の見える関係が大変に
有効であると認識しています。今後も、子どもたち
が健やかに成長できるよう、地域の身近な支援者
として、また支援が必要な子どもや家庭を発見し、
支援に繋げていただくための架け橋として、引き続
き、子どもや家族に寄り添った支援をお願いいたし
ます。

地域の社会資源一覧（例示）

◎本人　◎家族　◎地域住民
◎教師　◎学生（小中高大）
◎商店主　◎医師　◎保健師　
◎介護支援専門員　◎ホームヘルパー
◎社協職員　◎保護司　◎ボランティア
◎駅員　◎新聞配達員　
◎おやじの会メンバー　
◎地域の名人・有名人

など

◎補助金 
◎委託金
◎寄付金
◎共同募金
◎収益金
◎助成金
◎介護保険料
◎銀行からの融資
◎協賛金
◎自主事業による収益

など

◎チャンス
◎タイミング
◎就業時間
◎休暇時間
◎ボランティア活動時間
◎ひらめきの瞬間
◎地域との交流
◎友だちとの付き合い
◎PTA等団体活動
◎式典やイベント

など

◎サービス利用者情報
◎相談窓口のニーズ情報
◎統計情報
◎インターネット情報
◎新聞　◎雑誌　◎テレビ
◎ラジオ（コミュニティFM局）
◎町内会報
◎折り込み広告
◎タウンページ
◎先人・先輩の知恵

など

◎自治会・町内会 ◎こども会 
◎老人クラブ　◎保育園　◎PTA　
◎ボランティアセンター
◎シルバー人材センター　◎商工会議所　
◎青年会議所　◎学校
◎社協（地区・市町村・県等）
◎共同募金会　◎商店街
◎社会福祉施設　◎コンビニ　◎喫茶店
◎図書館　◎映画館　◎地域の空き家
◎碁会所 　　　　　　　　　　　　など

  ひと（人的資源）  もの（物的・組織的資源）

  かね（財政的資源）   とき（機会的資源）   しらせ（情報的資源）

平成 29 年度リーダー研修当日資料より一部抜粋

 

　

 

 

神奈川県の平成30年度重点的な取り組み
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た
と
え
ば
、
近
隣
に
住
ん
で
い
る
Ａ

さ
ん
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ａ
さ
ん
を
中
心
に
エ
コ
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
と
下
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
エ
コ
マ
ッ
プ
で
整
理

す
る
と
、
険
悪
な
状
態
で
あ
る
娘
と
友

人
Ｃ
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
友
人
Ｃ
は
協
力
者
に
な
り
う
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
Ａ
さ
ん
に

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
接

点
が
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
の
で
、

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
一
緒
に

相
談
し
て
み
な
い
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
事
例
用
紙
だ
け
だ
と

見
え
づ
ら
い
こ
と
も
、
エ
コ
マ
ッ
プ
を

み
ん
な
で
確
認
す
る
こ
と
で
、
今
後
の

活
動
の
見
通
し
が
つ
き
や
す
く
な
り
ま

す
。

 

つ
な
ぎ
先
を
整
理
す
る
た
め
に

 

エ
コ
マ
ッ
プ
を
活
用
す
る

　

委
員
は
、
地
域
課
題
の
解
決
者
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
見
守
っ
て
い
る
対
象
者

を
専
門
機
関
・
団
体
や
専
門
職
に
「
つ

な
ぐ
役
割
」
と
言
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ど
こ
に
情
報
を
提
供
す
れ

ば
よ
い
か
、
ま
た
、
つ
な
げ
ば
よ
い
か

検
討
す
る
と
き
に
こ
の
エ
コ
マ
ッ
プ
を

活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◎
会
務
の
運
営

　

本
会
事
業
の
企
画
・
運
営
（
正
副
会

長
会
議
、
常
任
理
事
会
、
理
事
会
、
監

事
会
）
。

　

事
業
計
画
・
予
算
や
事
業
報
告
・
決

算
な
ど
の
審
議
・
議
決
（
総
会
）
。

◎
企
画
調
整
機
能
の
強
化

　

広
報
委
員
会
で
機
関
紙
の
企
画
・
編

集
、
通
信
員
連
絡
会
を
行
う
。

◎
市
町
村
民
児
協
事
務
局
と
の
連
絡
調
整

　

市
町
村
民
児
協
事
務
局
と
の
連
絡
調

整
・
情
報
支
援
等
に
よ
り
連
携
を
深
め

る
。

◎
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
絡
調
整

　

児
童
相
談
所
所
長
と
の
連
絡
調
整
会

議
、
県
担
当
課
と
の
懇
談
会
の
開
催
。

◎
互
助
共
励
事
業
の
実
施

　

会
員
の
傷
病
時
の
見
舞
金
や
委
員
本

人
・
配
偶
者
死
亡
時
の
弔
慰
金
給
付
、

退
任
記
念
品
の
贈
呈
。

◎
補
助
・
助
成
事
業
の
実
施

　

「
地
域
福
祉
活
動
促
進
費
」
を
全
市

町
村
民
児
協
に
、
地
域
特
性
に
応
じ
た

事
業
を
行
な
う
「
活
動
推
進
事
業
」
助

成
金
を
交
付
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
活

動
助
成
、
指
定
地
区
民
児
協
へ
の
事
業

費
助
成
、
活
動
保
険
掛
金
助
成
。

◎
児
童
委
員
活
動
の
強
化（
基
盤
づ
く
り
）

　

児
童
委
員
活
動
基
盤
づ
く
り
委
員
会
、

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
議
、

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
推
進

会
議
を
活
用
し
、
児
童
委
員
と
主
任
児

童
委
員
の
活
動
上
の
課
題
を
整
理
す
る
。

◎
研
修
事
業
の
実
施

本
会
主
催
研
修
事
業
の
実
施

①
市
町
村
会
長
研
修
会
②
地
区
会
長
研

修
会
③
課
題
別
集
中
講
座
④
児
童
委

員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
推
進
会
議

県
・
横
須
賀
市
主
催
事
業
へ
の
協
力

①
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
②

民
生
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
③
民
生
委
員

テ
ー
マ
別
研
修

◎
情
報
提
供
の
強
化

「
県
民
児
協
だ
よ
り
」
の
発
行
。
平
成

31
年
度
の
一
斉
改
選
に
向
け
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
。

◎
全
国・関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
へ
の
参
加

①
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
②
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

研
究
協
議
会
③
全
国
主
任
児
童
委
員
研

修
会
④
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の

相
談
技
法
研
修
会
⑤
民
生
委
員
・
児
童

委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
⑥
全
国
児
童
委

員
研
究
協
議
会
⑦
全
国
民
生
委
員
指
導

者
研
修
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
協
働

　

県
主
催
の
会
議
や
共
同
募
金
運
動
等

へ
の
参
加
・
協
力
。

４つの重点目標

事
　
業
　
内
　
容

特集3

 

平成30年度 県民児協 事業計画・予算
  去る、3月30日㈮開催の平成29年度第2回総会において、平成30年度事業計画及び予算が承認されました。

そこで、今回は、重点目標および主な事業についてご報告します。

　一人暮らしのAさん（男性・80歳）について、「最近、火の元の消し忘れが続いている」と近隣
住民から民生委員児童委員のBさんに連絡が入りました。そこで、地域包括支援センターからパ
ンフレットをもらい、BさんがAさんに介護サービスを勧めましたが、「お上の世話にはならん」
と怒鳴られ、なかなか耳を傾けてくれません。
　近隣住民は、Aさんから怒鳴り散らされるようになっており、Aさんと距離を置き始めました。
遠方に住む一人娘（55歳）は、十数年前にAさんともめて家を出て行ってから、ほとんど連絡を
とっていないようです。と言っても、一人娘はAさんのことが気になるので、長年Aさんと付き合い
があるCさん（男性・80歳）に定期的に様子を聞いているようでした。
　Aさんがこれ以上、近隣住民と関係性を悪化させないよう声掛けをしていますが心配です。

良好な関係　　　　　　　　険悪な関係　　　　　　　　普通の関係

希薄な関係　　　無　線　　関係なし　

事例

関係線

エコマップ

地域包括
支援センター
職員

友人Cさん
（80歳）

Aさん
（80歳）

娘
（55歳）

民生委員
児童委員
Bさん

近隣
住民

１．個別支援活動の基本となる幅広い知識の習得
　  　地域での生活上の課題を抱える世帯に対し、必要に応じて支援機関につなげていくための取り組みは今後も継続して
いくことになります。支援が必要な世帯の発見、支援機関等へのつなぎ、あせらず見守る等の工夫も求められ、地域住民
の様々な暮らしぶりに対する対応力を備えるべく、委員一人ひとりが幅広い知識を習得できるための活動を支援します。

２．子どもや子育て世帯を地域で支えるための活動の推進
　  　わたしたち全員が児童委員であるという自覚をもち、これまでの子どもや親子への声掛けや見守り、こんにちは赤
ちゃん事業への協力、子育てサロン等の活動に加え、子育て関係機関や学校等と連携し、生活上の課題を抱える親
子の発見、支援につなげられる活動を進めていきます。

３．民生委員児童委員活動を支える基盤づくりの強化
　  　民生委員児童委員活動を進める上で、地域や関係機関との連携が不可欠です。地域での委員の役割が期待され
ている中、委員活動を円滑に進めるために、委員活動への理解を得られるよう関係機関との連携等にも注力してい
きます。また、近年、委員の委嘱や欠員等の課題が残る中、やりがいをもって委員を継続していけるよう、円滑な民児
協活動や民児協運営の支援のために、関係機関のみならず、私たちの活動を支える市町村民児協事務局との連携強
化にも取り組んでいきます。

４．神奈川県民児協設立50周年に向けた取り組み
　  　2019（平成31）年度の県民児協設立50周年に向け、県内各市町村民児協等との連携強化を推進していくための取
り組み等をすすめます。
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互助事業費
　県単互助事業費
　全国互助事業費

積立金
　退任記念品積立金
　一斉改選積立金
　運用準備積立金

収  入  の  部 支  出  の  部

1. 会費
    69.55％

1. 運営費
　 34.99％

2. 補助金
    23.70％

2. 育成事業費
    57.00％

3. 互助事業費
    7.64％

4. 積立金
    0.35％

5. 予備費
    0.02％3. 諸収入

    0.10％

4. 積立金
　取崩収入
    0.00％

5. 繰入金 0.02％

6. 繰越金
    6.63％

補 助 金
神奈川県
横須賀市
全国互助

運 営 費
　役員会費（理事会、総会等）
　負 担 金（互助、全民児連会費等）
　需 要 費（消耗品、印刷費等）

育成事業費 
　研 修 会 費（研修経費）
　調査広報費（委員会、広報紙）
　地域福祉活動費（助成）
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ば
こ
の
話
し
合
い
の
場
が
効
果
的
に
進

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
分
か
り
や
す

く
４
つ
に
整
理
し
ま
し
た
。

①
進
行
役
を
決
め
る

　

進
行
役
は
、
「
話
し
合
う
と
き
の
約

束
（
左
資
料
）
」
や
「
意
見
交
換
の
コ

ツ
（
下
資
料
）
」
を
参
加
者
に
伝
え
、

参
加
者
が
安
心
し
て
意
見
を
発
言
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。

★
話
し
合
う
と
き
の
約
束

　

１
．
積
極
的
に
発
言
し
ま
し
ょ
う

　

２
． 

ま
わ
り
の
意
見
を
聞
き
ま
し

ょ
う

　

３
． 

恥
ず
か
し
が
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

　

４
．
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う

　

５
．
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
向
き
合

い
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
民
生
委
員
児

童
委
員
（
以
下
、
委
員
）
。
と
き
に
は
、

住
民
か
ら
の
相
談
事
を
ど
こ
に
つ
な
げ

ば
よ
い
か
、
ま
た
は
、
誰
に
相
談
し
た

ら
よ
い
か
不
安
を
抱
く
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
と
き
に
、
「
事
例
検
討
」
と
い

う
場
で
、
委
員
の
仲
間
と
話
し
合
い
、

今
後
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
も
一
つ

の
方
法
で
す
。　

  

事
例
検
討
は
困
っ
た
こ
と

　
　
　
　  

の
話
し
合
い
の
場

　

事
例
検
討
と
い
う
と
難
し
く
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
困
っ

た
こ
と
の
話
し
合
い
」
が
事
例
検
討
と

言
え
ま
す
。
委
員
の
悩
み
や
想
い
を
共

有
し
、
そ
の
話
の
中
で
何
が
課
題
な
の

か
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
い
く
た
め
の

場
で
す
。

　

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
す
れ

★
意
見
交
換
の
コ
ツ

　

●
多
数
歓
迎

　

（ 

ア
イ
デ
ィ
ア
の
量
は
多
い
ほ
ど

Ｏ
Ｋ
）

　

●
自
由
奔
放

　

（ 

意
見
に
は
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

●
便
乗
発
展

　

（ 

周
囲
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
参
考
に
発

想
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
ょ
う
）

　

●
批
判
厳
禁

　

（ 

安
心
し
て
発
言
し
て
よ
い
場
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
ま
す
）

　

ま
た
、
「
話
し
合
う
と
き
の
約
束
」

は
用
紙
に
印
刷
し
て
、
参
加
者
の
目
に

触
れ
る
よ
う
に
机
に
置
い
て
示
す
方
法

も
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

②
事
例
を
用
紙
に
整
理
す
る

　

簡
単
な
あ
ら
す
じ
を
書
き
出
す
だ
け

で
構
い
ま
せ
ん
。
頭
で
考
え
る
よ
り
も

客
観
的
に
事
例
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
用
意
し
て
お
く

と
、
時
間
を
短
縮
で
き
ま
す
。

③
事
例
を
紹
介
す
る

　

事
例
検
討
の
参
加
者
と
事
例
内
容
を

共
有
す
る
た
め
、
②
で
書
き
出
し
た
用

紙
を
も
と
に
事
例
提
供
者
が
紹
介
し
ま

す
。

④
事
例
の
内
容
を
深
め
る

　

事
例
の
紹
介
を
も
と
に
、
他
の
委
員

は
、
も
う
少
し
詳
し
く
確
認
し
た
い
こ

と
や
不
明
な
こ
と
な
ど
自
由
に
質
問
し

ま
す
。
そ
し
て
、
事
例
提
供
者
は
、
分

か
る
範
囲
で
答
え
、
よ
り
事
例
の
内
容

を
深
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
事
例
を
複
数
の
目
で
深

め
る
こ
と
で
、
自
分
が
何
に
悩
ん
で
い

た
の
か
整
理
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
気
が
付

か
な
か
っ
た
課
題
や
今
後
の
対
応
な
ど

に
気
付
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
エ
コ
マ
ッ
プ
で
見
え
る
化

　

こ
の
事
例
内
容
を
深
め
る
と
き
に
効

果
的
な
の
が
「
エ
コ
マ
ッ
プ
（
３
ペ
ー

ジ
図
参
照
）
」
と
い
う
手
法
で
す
。
エ

コ
マ
ッ
プ
と
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る

人
を
中
心
に
そ
の
課
題
に
関
わ
る
（
と

思
わ
れ
る
）
関
係
者
や
関
係
機
関
・
団

体
を
関
係
性
に
よ
っ
て
異
な
る
線
で
つ

な
ぎ
表
し
た
も
の
で
す
。

県民児協で実施している事業の
一部を写真で紹介します

写真でみる県民児協事業
（平成29年度）

１ 会　費  28,853,000円 （増減なし）

２ 補助金  9,834,000円 （対前年度比324,000円の減）

３ 諸収入  40,000円 （増減なし）

4 積立金
取崩収入  0 円 （増減なし）

5 繰入金  10,000円 （増減なし）

6 繰越金
収　入  2,750,000円 （前年度繰越金）

特集1

１ 運 営 費  14,515,000円 （対前年度比168,000円増）

２ 育成事業費  23,648,000円 （対前年度比1,593,000円増）

３ 互助事業費  3,169,000円 （対前年度比305,000円減）

４ 積 立 金  145,000円 （対前年度比30,000円減）

５ 予 備 費  10,000円 （増減なし）

▲県民児協だより取材（通年）

▲記念式典開催（10月）

◀『神奈川県の民生委員
　活動概況』発行

県民児協版▶
『児童虐待防止パンフレット』作成

▲記念誌・記念式典講演録作成 ▲民生委員児童委員の魅力を伝えるDVD

▲児童委員・主任児童委員
　活動推進会議（2月）

　

今
回
は
、
泉
惠
造
氏
（
泉
惠
造
研
修
企
画
工
房　

代
表
社
員
）
を
講
師
と
し
開
催
し
ま
し
た
平
成
29
年
度
リ
ー
ダ
ー
研
修
Ⅰ

〜
Ⅳ
（
神
奈
川
県
・
横
須
賀
市
主
催
、（
福
）
神
奈
川
県
社
協
実
施
主
体
）
で
紹
介
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
、
よ
り
効
果
的
に
事

例
検
討
が
進
む
工
夫
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
事
例
検
討
の
ポ
イ
ン
ト
も
併
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

委
員
同
士
で
困
っ
た
こ
と
を
話
し
合
う
と
き
の
ヒ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

〜
エ
コ
マ
ッ
プ
の
活
用
〜
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秦
野
市
民
児
協
で
は
、昨
年
の
民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
を
Ｐ
Ｒ
す
る
、様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
の
強
化
週
間
に
は
、市
内
の
小
田
急
線
４
駅
に

て
、Ｐ
Ｒ
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
布
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
５
月
に
は
、各
地
区
民
児
協
が
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。完
成
し

た
パ
ネ
ル
は
、６
月
か
ら
ま
ず
活
動
拠
点
の
公
民
館
の

ホ
ー
ル
に
展
示
し
、Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
に
は
民

児
協
主
催
の「
民
生
委

員
制
度
創
設
１
０
０

周
年
を
祝
う
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。会
場
の

壁
に
は
、各
地
区
民
児

協
が
作
成
し
た
パ
ネ

ル
が
並
べ
ら
れ
、参
加

者
も
興
味
深
く
見
て

い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
の
市
民
の
日
に
は
、民
児
協
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、活
動
紹
介
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
、児
童
虐
待

防
止
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。文
化
会
館
の
ホ
ー
ル
に
は
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま

し
た
。

　

２
月
４
日
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

廊
下
に
パ
ネ
ル
を
並
べ
て
展
示
し
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
を
紹
介
す
る
、こ
れ
ら
の
活
動

を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

座
間
市
内
に
６
地
区
あ
る
民
児
協
の
中
の
第
二
地
区

民
児
協（
26
名
）の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

地
区
内
の
ひ
ば
り
が
丘
小
学
校
か
ら「
一
年
生
の
授
業

の
中
で
昔
遊
び
を
教
え
て
欲
し
い
。」と
の
依
頼
を
受
け

て
今
年
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

昔
遊
び
は
、竹
馬
・
か
ん
ぽ
っ
く
り
、羽
根
つ
き
、お
手

玉
、こ
ま
、け
ん
玉
、お
は
じ
き
、あ
や
と
り
の
７
種
目
で

す
。民
生
委
員
児
童
委
員
同
士
で
話
し
合
い
、担
当
す
る

種
目
を
決
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
体
育
館
に
集
合
、一
年
生
も
７
〜
９
人
の
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、い
よ
い
よ
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。１

つ
の
遊
び
は
15
分
、先
生
の
笛
の
合
図
で
次
の
遊
び
に

移
動
し
ま
す
。な
か
な
か
で
き
な
い
子
、上
手
に
で
き
る

子
、中
に
は
先
生
役
の
民
生
委
員
児
童
委
員
よ
り
上
手

に
で
き
る
子
が
い
て
、子
ど
も
達
も
教
え
る
民
生
委
員

も
共
に
楽
し
ん
だ
２
時
間
は
、あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
か
ら
は「
意
義
の
あ
る
授
業
で
し
た
。来
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」と
嬉
し
い
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。後
日
、一
年
生

全
員
か
ら
一
生
懸
命
な

可
愛
い
お
礼
の
手
紙
が

届
き
、民
生
委
員
児
童

委
員
一
同
感
激
し
元
気

を
頂
き
ま
し
た
。来
年

は
ど
ん
な
一
年
生
に
会

え
る
の
か
今
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

開
成
町
で
は
、若
い
世
代
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
小
学
校
が
２
校
あ
り
、私
た
ち
民
生
委
員

児
童
委
員
は
、毎
月
２
回
の
登
校
時
見
守
り
活
動
や
、学

校
公
開
日
に
お
け
る
授
業
参
観
な
ど
を
通
じ
て
、子
ど

も
た
ち
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
毎
年
両
校
で
行
わ
れ
る「
ふ
れ
あ
い
大
会
」へ
の

協
力
は
、多
く
の
子
ど
も
と
直
接
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
る
、楽
し
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。土
曜
日
の
午
前

中
、両
校
の
体
育
館
や
教
室
を
利
用
し
て
、様
々
な
ゲ
ー

ム
や
工
作
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
行
な
わ
れ
、子

ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人
も
楽
し
め
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、例
年
２
校
に
分
か
れ
て
、綿
菓
子
の
無

料
配
布
と「
カ
ー
レ
ッ
ト
」
体
験
を
行
っ
て
お
り
、昨
年

は
合
計
８
０
０
人
程
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。「
カ
ー

レ
ッ
ト
」は
長
机
で
行
う
、卓
上
カ
ー
リ
ン
グ
で
す
。初

め
て
で
も
何
回
か
練
習
す
れ
ば
、す
ぐ
に
ゲ
ー
ム
が
で

き
る
の
で
、親
子
で
挑
戦
し

た
り
、何
度
も
列
に
並
ん
だ

り
、皆
さ
ん
熱
心
に
プ
レ
ー

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
交
流
し
た
保
護
者

と
は
、地
域
に
戻
っ
て
も
気

軽
に
挨
拶
で
き
る
よ
う
に

な
り
、若
い
世
代
に
民
生
委

員
児
童
委
員
を
知
っ
て
も
ら

う
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、こ

れ
か
ら
も
楽
し
く
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

通 信 員 だ よ り

民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
の
Ｐ
Ｒ
活
動

昔
遊
び
の
先
生
と
し
て

〜
一
年
生
の
授
業
か
ら
〜

「
ふ
れ
あ
い
大
会
」
へ
の
協
力

〜
若
い
世
代
と
の
交
流
〜

通
信
員　

田
村
　
正
一

通
信
員　

稲
垣
　
文
野

通
信
員　

碓
井
　
尚
子

秦野市

座間市

開成町

　山北町民児協では、長年続けてきた町外の高齢
者施設での奉仕活動を、29年度から町内の幼稚
園、保育園、子ども園、小中学校へと活動の場所を
転換しました。
　写真は卒業式を前に、民生委員児童委員が小学
校の除草と清掃をしている様子です。
　当日は、４年生と一緒に、集められた雑草や枯枝
を運ぶなどの活動をしました。

●特集① 委員同士で困ったことを話し合うときのヒント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～エコマップの活用～
●特集② 神奈川県の平成30年度重点的な取り組み（地域福祉課・子ども家庭課）
●特集③ 平成30年度県民児協事業計画・予算　●通信員だより

　時折会話をしながら、子ども達とともに和やかな
時を過ごすことができました。今まで以上に子ども
達と接する機会を増やし、園や学校など子ども達に
関わる機関との連携を深めることで、いち早く子ども
やその家庭の課題を把握し、共有していくことが、
地域の子ども子育て支援へとつながっていければ
と考えています。

（山北町民生委員児童委員協議会）

●発行日／平成30年6月15日　●発行人／会長　金子 直勝　●編集人／広報委員会　●印刷所／有限会社横浜綜合印刷
●発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 ☎045-311-1427 5045-314-3472 ホームページ：http：//www.kmjk.jp/
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－支えあう　住みよい社会　地域から－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし


